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地球環境局地球温暖化対策課

１．事業の概要

①温室効果ガス排出量の算定に必要な各種統計とのオンライン情報システ

ムを構築し、迅速かつ確実に温室効果ガス排出量を作成、公表する。こ

れらの情報は全て公開し、国民一体となって温室効果ガス排出削減対策

を進めるための情報基盤を構築。

②第１約束期間に確実に６％削減目標を達成するため、京都議定書目標達

成計画の進捗状況を把握し、その評価・見直しを徹底的に行う。

２．事業計画

平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度

・温室効果ガス排出量 ・温室効果ガス排出量 ・システム全体の維持

情報システムの構築 情報システムの運用開 管理

・京都議定書目標達成 始

計画の評価、見直し

３．施策の効果

温室効果ガス排出量の分野別集計、速報値集計等の迅速な集計、多面的デ

ータ解析等がデータベース化されることで、第１約束期間における迅速かつ

機動的な温室効果ガス削減対策が可能となる。

情報を全て公開することで、国民一体となって温室効果ガス排出削減対策

を進めるための情報基盤が整備される。

６％削減約束を果たすため、京都議定書目標達成計画の評価、見直しを行

う。
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排出・吸収量算定に用
いるデータを管理。オン
ラインの情報収集により、
インベントリ作成の迅速
化、透明性向上を実現。

排出・吸収量算定に用
いるデータを管理。オン
ラインの情報収集により、
インベントリ作成の迅速
化、透明性向上を実現。

排出・吸収量算定、加工
を行うDB。分野別、速報
値などの迅速な算定、
政策担当者のニーズに
応じたデータの多面的
解析。

排出・吸収量算定、加工
を行うDB。分野別、速報
値などの迅速な算定、
政策担当者のニーズに
応じたデータの多面的
解析。

各対策の概要、削減量、削減費用、
予算等の情報を網羅。排出量増減要
因分析情報、対策の進捗状況、削減
効果、将来予測データなどを盛り込
み、削減目標達成に向けた機動的・
効率的な対策実施のための政策判
断支援ツールとして活用。

各対策の概要、削減量、削減費用、
予算等の情報を網羅。排出量増減要
因分析情報、対策の進捗状況、削減
効果、将来予測データなどを盛り込
み、削減目標達成に向けた機動的・
効率的な対策実施のための政策判
断支援ツールとして活用。

排出削減対策（対策技
術、費用、制度等）の情
報を一元管理するDB。

排出削減対策（対策技
術、費用、制度等）の情
報を一元管理するDB。

削減技術に関する情報

関係省庁、関係団体

○排出量・対策情報の迅速な集計、多面的解析
○第１約束期間（2008年～）における機動的な対策

○国民一体とした排出削減対策を進めるための情報基盤の整備


